
1  －

三
面
0
　
僧
坊

・
四
所

の
社
壇

1

三
面
の
僧
坊

『
撰
集
抄
』
注
釈
余
滴

安

田

孝

ご子

『

撰

集

抄

』

巻

一
－

八

話
3
7
8行

ズ

注
―
〉
巻

二
1

一

話
4
9
0行

に

み

ら

れ

る

「

三

面
0

僧

坊

」

は

。

い

ず

れ

も

奈

良

興

福

寺

（

山

階

寺

）

の

僧

坊

を

指

し

て

い

る

。

古

く

伽

藍

は

南

向

き

に

造

営

さ

れ

、

僧

侶

の

宿

舎

で

あ

る

僧

坊

は

、

多

く

の

場

合

後

の

図
A

〈
注
。
〉
に

示

さ

れ

る

通

り

、

講

堂

の

後

方

三

面

。

即

ち

東

西

北

に

配

置

さ

れ

た

。
『
南

都

七

大

寺

巡

礼

記

』

の

興

福

寺

の

項

に

も
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
、。

三

面

僧

坊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘ヽ
　
上

士
　

＼

件

室

者

在

二
講

堂

之

東

西

北

・〈
注
3
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

…
…

と

あ

る

。

同

資

料

に

よ

れ

ば

。

興

福

寺

の

ほ

か

東

大

寺

・

大

安

寺

な

ど

に

も

三

面

僧

坊

は

あ

り

、

東

室
〈
注
ｔ
〉
・

西

室

・
元

室

と

称

さ

れ

た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

十
　
　
　

ノ

興

福

寺

の

三

面

僧

坊

が

何

時

建

て

ら

れ

た

か

詳

か

で

は

な

い

が

。
『

扶

桑

略

記

』

和

銅

三

年

（

七

一
〇

）

三

月

の

条

に

、
「
同

月

イ

右

大

臣

藤

原

朝

臣

不

比

等

。

於

二
大

和

国

平

城

京

一

始

建
二
興

福

寺

金

堂

こ
〈
―

〉
と

あ

り

。

投

ぼ

和

鋼

年

伺

忙

金

堂

が

造

営

さ

れ

、

そ

れ

よ

り

時
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ぶ
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I

東

野
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町
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極
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代

を

追

っ
て

北

円

堂

。

東

金

堂

～

五

霞

塔

、
酉

金

堂
。

講

堂

。

南
円

堂

な

ど

が

建

立
〈
注
。
〉
さ

れ

た
。

三

面

僧

坊

も

恐

ら

く

講

堂

と
同

じ
頃

建
て

ら

れ

た

の
で
一
は
な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

『
興

福

寺

流

記
』

は
。

平

安

～

鎌

倉

時

代

の
成

立
〈
注
7
〉と

み

ら

れ

る

が

。

次

の
記

事

が
あ

り

。

正

確

さ

は

別

と

し
て

三

面

僧

坊

の

お
よ

そ

の
規

模

が

推

測

で
き

る
。

三
面
僧
坊
べ
評
討

ハ

更
誤
竺
間
二
輯
証

言

云

。
二

丈

。

間

別

一
求

記
廿
丈
二

小

子

坊
二

間

。

各

高

一

丈

<
 
 
 
 
n
　
_
J

　
1
-
f
　
／
　
Q

丈
五
尺

。

宝
字
記
同

長
十

二字寸
間IB  ．

]圃曰□□□

□□
ドT イ 『 ¬ ［]

，
..　　　　　　　皿

□

□

□

□

回

『
‐
コ
「
コ
「

コ
『
コ

コ

ヒ
曽
房
　
―
・

高
東
西
「
圏
与
二

4
イ
　

ー
膚
　
次
下
一
毎
出
鰍
」

谷

竺

間
・

傾

鞘

牡

琵

十 長

丈 十

八 九

尺 間

○　 ○

広 間

同 別

二

丈

二

二
東

西

‘
。
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ｙ

子
i

゜

外

政
二
衣

曼

二

降
ぽ
井

雄

一

り

”
房
　

子

房
一
・

宝
4
　　
記

云
・

広
一

又

副
二
板
葺
小
子
房

一
間
・
。
宝
字

o
　’〈ｔ
印「
「

吋
こ
ノ
L
K
.
　　　　　　
i
c
i
r

：
i
I
　
L
-
L
S
i
T

＾

二

口

‘五
尺
。
二

口
四

丈
二
尺
云
云
。

三

面

僧

坊

は
現

存

し

な

い
古

。

記

録

の
記

事

に

よ
れ

ば
。

興

福

寺
0

諸

堂
は

。

建
J

む
形

と

な

る
僧

坊

は
、

ほ

ぼ

講

堂

の

興

亡

と
同

じ

運

命

に
あ

っ

た
と

思

わ

れ

る
。

諸

堂

の

う
ち

三

面

僧

坊

に

関

す

る
記

事

を
拾

い
あ

げ

て

み

る

と

次

の

通
り

で

あ

る

。

三
面
僧
坊
の
建
立
お
よ
び

焼
失

倒
和

銅
三
年

（
七
一
〇
）
～
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）

諸
堂
建
立
。
僧
坊
は
天
平
年
間

か
。〈
注
8〉

②
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
四
月

八
日

焼
失
。

「
大

和

国

興

福

寺

失
y
火

。

焼
二
堂
宇

倒
房

こ

（
『
三

代

実

録
』〈
―

〉）

倒
元

慶
五
年

（
八
八
一
）
九
月
廿
六
日

「
廿
六
日
辛
未
。
遠
江
国
稲
二
千
束
。
近
江
国
穀
三
百
餅
。
…
…
伊
予
三
千
束
。
施
二
興
福
寺
・
。
以

充
ｙ
造
二
鐘
楼
伯
頗
一
析
と

（
『
三

代
実
録
』
）

と
あ
り
。
僧
坊
再
建
の
様
子
が
窺
え
る
。
完

成
の
時
期

は
判
然
と
し
な
い
。

倒

延
長
～三
年
（
九
二
五
）
二
月
十
五
日
僧
坊
の
一
部
焼
失
　
　
　

＼

「
二

月

十

五

日
下

階

僧
房

焼

亡

。
件

僧

房

此

後

不

被

造

営
」
（
『
興

福
寺

略
年

代

記

』〈
完

〉）



四
4-

0　
永

承

元

年

（

一
〇

四

六
）

十

二

月

二

十

四

目

焼

失

「
廿

四

日

。
皿
ハ
福

寺

諸

堂
側

洲

払
y
地

焼

亡
」
（
『
百

錬

抄

』〈
。
1
1〉）

㈲
永

承

三

年

（

一
〇

四

八

）

三

月
二

日

落

慶
供

養

永

承

二

年

七

月

十

八

日

「
興

福

寺

上

棟

」
。
永

承
三

年

三

月

二

日

「

供
2
1養

興

福

寺

こ
〈
注
1
2〉（『
百

錬

抄
』
）

と

あ

る

。
『
造

興

福

寺
記

』

に
記

さ

れ

る

永

承

三

年
三

月

二

日

の
御

願

文

に

「
造
J
立
金

堂

井

廻

廊

鐘

楼

経

蔵

僧
房

大
門

等

こ

と
あ

り

。

二

年

足

ら

ず

の

間

に

僧

坊

ま
で

も

再

建

さ

れ

て

い

る
。

興

福

寺

は
藤

原

氏

の

氏

寺

で

あ

り
、

そ

の
威

勢

を
物

語

っ

て

い

る

よ

う

に
思

わ
れ

る

。

倒

康
平

三
年

（

一
〇

六
〇

）

五

月

四

日

焼

失

「
五

月

五

日

。

巳

剋

興

福

寺

使

者

来

申
云

。

去

夕
亥

剋

寺

家

焼

亡

。

金

堂
井

回

廊
。

中

門

。
大

門

。
維

摩

堂

。

ヨ
爾

値
顔

容
二
友

砕

。

火
出

二
金

堂
一
…
」
（
『
康
平

記

』〈
注
1
3〉）

順

治
暦

三

年

（

一
〇

六

七

）

頃

「
治

暦

三

年
二

月

廿
五

日

。

供

ふ
養
興

福
寺
・
1　
1
9　」
（
『
百

錬

抄
』
）

と

あ

る

が

。
僧

坊
建

立

に

関

す

る

記

載

は
見

当

ら

な

い

。
『
扶

桑

略

記

』

に

よ

れ

ば

講

堂

は
建

立

さ

れ

て

い

る

。
〈
注
1
4〉

圓

永

長
元

年

（

一
〇

九

六
）

九
月

二

十

五

日

焼

失

「
廿
六
日
卯
時
許
聞
、
此
夜
半
興
福
寺
有
焼
亡
、

火
従
東
妻
室
僧
房
上
出
来
、

則
付

講
堂
。

価
金
堂
南
左
右
廻
廊
、

中
門
。

南
大

門

。
鐘
楼
。
経

蔵
。
講
堂
芦
司

両
側

厠
皆
為
最
燈
由
。
…
…
」
（
『
中
右
記
』〈
注
1
5〉）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’`

帥
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
頃

康
和
五
年

七
月
廿
五
日
、
「
興
福
寺
供

養
」
（
『
中
右
記
目
録
』〈
注
1
6〉・
『
百

錬
抄
』
）

と
あ
る
が
。
し

か
し
。
『
中
右
記
』
長
治
二

年
二

一
〇
五
）
L（

月
廿
六
日
の
条
に
。
「
今

夕
召

陰
陽

師
光
平
令
勘
興
福
寺
四
言

筒
願
遭
作
始
日
時
、
皿
帽

、
又
同

諸
堂
仏

修
理
始

目

時
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E
’・・
」
、
あ
る
い
は
⊇
長
承
二
年

二
I

○

七
）
正
月
十

一
日
0
　
条
「
今
日
興
福
寺
西

室
雅
房
棟
上
…
…
」
。
保
安
元
年
こ

一
二
〇
）
三
月

二

日
の
条
「
今

日
興

福
寺
中
堂
之
小
子

房
棟
上
也
」

な
ど
み
ら
れ
、
三
面
僧
坊
の
造
営
は
あ
ま
り
捗
っ
て

い
な

い
様
子
が
窺
え
る
。

圓
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
二
十

八
日
焼
失

『
玉
葉
』

治
承
四
年
十
二
月
廿
八
日
の
条
に
、
「
去
夜
重
衡
朝
臣
寄
二
南
都

‘。
其
勢
依
二
莫
大
・
、
忽
不

’
能
二
合

戦
・
云

々
」
と

記

さ

れ
、
そ
の
翌
日

の
十
二
月
廿
九
日
の
条
に
は
、
「
人
告
云
、
重
衡
朝
臣
征
丿
伐
南
都
・
、
只
今
帰
洛
云

々
、
又
人
云
、
興
福
寺
、
東

大
寺

已
下

。
堂
宇
房
舎
、
払
レ
地
焼
失
」

と
あ

る
。
平
重
衡
の
兵
に
よ
っ
て
興

福
寺

は
ま
た
も
炎
上
し
た
の
で
あ
る
。
『
玉
葉
』

治
承
五
年

正

月
四

日
付

注
進
の
記
事

の
中
に
、
金
堂
を
は
じ

め
と
し
て
焼
失
し
た
諸
堂
を
列

挙
し
、
そ

の
あ

と
次

の
如
く
記
す
。

1
　
　
　
1

「
已
上
、

堂
舎
三
十
四
宇
、
宝
塔
三
基
、
神
社
四

所
、
宝

蔵
、

大
湯
屋
等
也
、

此
外
、

三
面
僧

房
、

四

面
廻
廊
。
…
…
不
ｙ
知
二
其

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
春
日

の
四
所
の
社
壇
も
、
そ

し
て

ま
た
。二
二
面
の
僧
坊
も
兵
火
を
免
れ
得
な

か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
上

図
建
久
年
間
2

寛
元

年
間
（
一
一

九
〇

―
一
二
四
七
）
頃

『
帝
王

編
年
記
』
建

久
五
年
（
一
一
九
四

）
九
月

廿
二

日
の
条
に
「
興
福
寺
供
養
」

と
あ
る
。
し

か
し
、
僧
坊
に
つ
い
て
は
。
造
営

の
捗
っ
て

い
な
い
様
子
で
、
再
建
に
は
そ
の
後
か
な
り
の
年
月

を
要
し

た
と

い
う
。〈
注
1
8〉

図
建
治
三
年
（
一
二

七
七
）

七
月
二
十
六
日
焼
失
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

「
七
月
廿

六
日
中
剋
為
雷
火
興
福
寺
金
堂
講
堂
白
雨

側
頻

四
面
廻
廊
中
門

南
大
門

鐘
楼
経
蔵
等
悉
令
焼
失
」
（
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
）

の
記

載
が
あ
り
、
雷
火
に
よ
っ
て
三
面

僧
坊
は
焼
失
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
東
側
の
僧
坊
即

ち
中
室

の
北
端
に
落
雷
し
た
模
様
で
あ

る
。〈
注
1
9
〉

㈲
正

安
二

年
（
一
三
〇
〇
）
十
二
月
五
目



∂　－㎜

「
五
月

九
日
。
興
福
寺
供
養
日
時
定
」
、
「
十
一
月
廿
一
日
。
興
福
寺
供

養
三
社
奉
幣
」
、
「
十
二

月
五
日
。
興

福
寺
供

養
」
（
『
帝
王
編

年
記
』
）
に
み
ら
れ
る
如
く
。
正
安
二
年
十
二

月
五

日
に
一
応

の
完

成
を
み

た
。〈
注
2
0〉た
だ
し
、
三
面
僧
坊
に
関
し
て

は
不
詳
。

固
嘉
暦
二
年
（
一
三
二

七
）
三
月
十
二

日
焼
失

嘉
暦
二
年
三
月
十
二

日
の
条
「
六
方
発

向
合
戦
最
中
、
金
堂
内

二
火
ヲ
放
。
伽
藍
悉
焼
失
了
。
御
塔
東
金
堂
北
円

堂
焼
残
了
」
（
『
嘉

元
記
』〈
農

〉）
と
あ
り
ヽ

紛
争

に
よ
る
放
火
に
よ
っ
て

「
伽
藍
悉

焼
失
」
し
、
三
面
僧
坊
も
そ
の
中
に
含
ま
れ

た
と
推
定
す
る
。

困
応
永
六
年

（
一
三

九
九
）
三
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

応
永
六
年
三
月
十
一
日
、
「
金

堂
供
養
」
（
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
）〈
注
2
2〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
　
＼

◇

㈲
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
正
月
四

日
焼
失

『
興
福
寺

濫
鰯
記
』
に
、
「
于
y
時
享
保
二
年
炎
上
之
時
、
…
…
」〈
注
2
3
〉
の
記
述
も
み
ら
れ
、

ま

た
、

享
保
十
八
年

（
一
七
三
三
）

七

十
三
歳
で
没
し

た
天
野
信
景
の
随
筆
『
塩
尻
』

巻
之
二
に
。

享
保
二
年
正
月
四
日
亥
の
剋
南
都
興
福
寺
講
堂
よ
り
出

火
し
諸
堂
炎
焼
す
　
　
　

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
上

講
堂
（
内
規
廿
一
間
九
間
）
　
　
”
金
堂
（
同
十

八
間
十
一
間
）
　
　

西

金
堂
（
同
七
間
十
四

間
）
　
　

南
円

堂
（
同

八
間

八
方
）

南
大
門

（
同
十
一
間
四
間
）
　
　

中
門

（
同
十

一
間
四
間
）
　
　

廻
廊
（
同

六
間
百
廿
一
間
）
　
　

圃

劃
（
同

六
間
三
十
一
間
）

溺
劃

（
同

六
十
一
間
六
間
）
　
　

判

劃

（
同

六
間
三
十
一
間
）
　
　

鐘
楼

（
同
四
間
六
間
）
　
　

鼓
楼
（
同
三
間
四
間
）
…
…
・・
；
』

興
福
寺
　
元
明
帝
和
銅
三
年
建
二
南

都
・

炎
焼
は
陽

成
院

の
元
慶
二

年
始
鰍
、
後
朱
雀
院
の
寛
臆
・
元
年
、
後
冷
泉
院
の
康
平
三
年
、
堀
川
院
の
康
和
三
年
、
高
倉
院
の
治
薦

泗
年
、
1
　
宇
多
続
の
建
治
三
年

、
1
　
捺
良
院

　
0享
1
　
掴
年
已
上
七

七

　
1
今

渡
回
禄
と
共

忙
八
撹
獄
〈
疆

ブ
　

」

」
　

」
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と

記

す

。

講

堂

よ

り

出

た

火

は

。

そ

れ

を

と

り

囲

む

形

の

三

面

僧

坊

は

勿

論

の

こ

と

、

諸

堂

を

焼

き

払

っ

た

。

『
興

福

寺

』
（
小

林

剛

著

）

に

添

付

さ

れ

た

宝

永

五

年

（

一

七
〇

八

）

の

興

福

寺

伽

藍

絵

図

に

も

、

講

堂

の

三

方

に

は

西

室

。

北

室

。

中

室

（
東

室

）

の

い

わ

ゆ

る

三

面

僧

坊

が

描

か

れ

て

い

て

『

塩

尻

』

の

記

事

と

合

わ

せ

考

え

る

と

確

か

に

享

保

年

間

の

火

事

に

至

る

ま

で

僧

坊

は

存

在

し

た

と

恵

わ

れ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　

￥
　
1
d
l
　
　
　
　

Ｆ
　
I
　
　
　
　
I

以

上
、
興

福
寺
諸
堂
の
う
ち
三
面
僧
坊
に
焦
点
を
紋
り
、

建
立
・
焼
失

に
つ
い
て
記
録
さ
れ
る
こ
ろ

を
み
て
来
た
が
、

こ
の
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）

の
出
火
に
よ

っ
て
焼
き
尽
さ
れ
た
興
福
寺
の
復
興

は
、
そ
う
早
く
は
進
ま
な
か
っ
た
。
三
面

の
僧
坊
も
こ
れ
を
機
会

に
以

後
再

建
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
三
面
僧
坊

は
、
建
立
焼
失
を
幾
度
と
な
ぐ

繰
り
返
し
現
存
し
な
い
も
の
の
。
『
撰
集
抄
』
の
成
立
し
た
中
世

。
↓
の
る

い

ぱ

巻
一
1

八
話
・
巻
ニ

ー
一
話

の
背
景
と
な
る
平
安
時
代
に
は
存
在
し

た
こ
と

を
指
摘
し
て

お
き

た
い
。

藤
原

氏
の
勢
力
に
支
え
ら
れ

た
興
福
寺

は
、
南
都
と
い
え

ば
即

ち
興
福
寺
を
指
す
ほ
ど
で
あ

っ
た
し
、
そ
の
維
摩
会
の
講
師
に
な
る
こ

と
は
大
層

名
誉
な
こ

と
と
し
て
。
巻
ニ
ー

ー
話
に
み
ら
れ
る
如
く
異
常
な
ま
で
に
そ

の
地
位

を
熱
望
し
て
や
ま
な

か
っ
た
。

巻
一

―
八
話

の
行
賀
僧
都
、
巻
ニ
ー

一
話

の
一
和
僧

都
は
、
そ
う
し
た
興
福
寺
の
三
面
僧
坊
に
住
む
崇
敬
さ
れ

る
僧
侶
で
あ
っ
た
。

四
所
の
社
壇

『
撰
集
抄
』
巻
ニ

ー
一
話
に
は
、
維
摩
会
講
師
に
お
い
て
性
延
に
先

を
越
さ
れ

た
一
和
僧
都
が
。
「
三
面
0

僧
坊
を
立
出
て
。

社
檀
に
ま
う
て
X

」
（
4
9
0掴
行
）〈
・

―
〉
泣
々
料
撒
行
脚

の
旅
に
出

る
姿
が
描
か
れ

る
。

『
撰
集
抄
ヽ

に

社
対
句
庚
2
1　が
多
い
が
、

「
三
面
の
僧
坊
≒

「
四

所

　
0 社
狸

と
対
句
で
記

さ
血
石
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
　
　
　
　
　
　
　
　

’

四

所

の

こ

こ
4
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図 B　 貞観儀式等による春日神社社殿推定配置図　T

i　（『犬日本建築史の研究』福山敏男著　綜芸舎　による）

「

四

所

の

社

壇

」

と

は

、

図
B

〈

注
2
5
〉
に

示

さ

れ

る

如

く

四

所

の

神

殿

が

あ

る

春

日

大

社

〈

注
2
6
〉

の

こ

と

懲

。
宍

現

在

で

も

「

四

所

明

神

」

と

称

せ

ら

れ

て

、

春

日

造

り

に

よ

る

四

つ

の

社

殿

形

式

は

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

『

撰

集

抄

』

に

お

い

て

「

春

日

」

の

記

事

は

。

右

の

他

巻

五

―

一

四

｀
　
　
　
　
　
　
1
　
　`
　・
4
　
　
　ｙ
　
゛

話

、

巻

七

－

一

三

話

、

巻

九

―

一

話

、

巻

九

―

四

話

な

ど

に

み

ら

れ

る

。

巻

五

―

一

四

話

に

お

い

て

は

、

「

四

御

殿

、

三

の

廊

、

二

階

の

楼

門

そ

ば

だ

て

り

。

よ

り

く

社

檀

に

た
x

ず

め

ば

：

…

・
」
　
　（
2
a
4
9

～
2
3
5
0

行

）
　
E
と

春

口
μ

の

御

社
0
0

様

子

を

描

写

し

て

い

る

。

鹿

嶋

明

神

の

こ

と

を

叙

し

た

巻

七

－

一

三

話

に

は

、

「

我

、

－
　
　
　
　
　
I
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
i

1
　
9
　
　
　
　
1
　
四
　
　
　
　
　
　－
　
4

去

ぬ

る

神

護

慶

雲

に

、

法

相

を

守

ら

ん

と

て

三

笠

山

に

う

つ

り

ぬ

れ

ど

…

…

」

（
3
7
8
0

～

3
7
8
1

行

）

と

あ

ぴ

、

鹿

嶋

の

明

神

が

法

相

宗
興
福
寺
の
守
護
神
と
し
て
三
笠
山

に
遷
座
し
た
こ
と
を
示

し
て

い
る
。
巻
九
－

一
話
も
「
春
日
明

神
と
中

は
藤
氏
の
大
祖
法
相
擁
護
の

神
に
て
御
座
す
。
称
徳
天

皇
の
御

位
に
、
常

陸
国
鹿
嶋
、
河
内
国
平

岡
よ
り
大
和
州
の
三
輪
の
麓
に
移
ら
せ
給
け

る
が
、
又
の
年
に
三

笠
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μ

に
跡

を

た

れ

さ

せ

ま

し
く

け

り

」
（
4
6
4

＆

～
4
G
5
0

行
）

と
、

三

笠

山

に
遷

っ
た

経

緯

を

語

る
ひ
　
　
　
’
　
　＼
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l

春

日

の
御

社

の

創

建

に

つ

い
て

は
。

神

護

景

雲
二

年

（

七

六

八
）

十

一

月

九

日
’と
す

る

説
、

お

よ

び

そ

れ

以

前

と
す

る

説
〈
注
2
7〉と

が

あ

る

。

永

仁

三
年

こ

二

九
五

）

書

写

の

『
春

日

社

私
記

』

に

よ
れ

ば
。

抑
天
平

勝
宝

七
年
官
符

ご「

春
日
社
四
所
紫

微

中

台
祭

件
社
入
二
宮
神
例
・
と
あ
り

こ
の
官
符
に
つ
き
て
案
す
る
に
此
時
帝

都
ハ
南

京
な
り
　
し

か
れ

ハ
跡
を
三

笠
山

。・た
れ
た
ま
ひ
し
よ
り
さ
き

に
も
紫
微
宮
の
中
に
あ
か
め
て

ま
つ
ら
れ
け
る
に
や
と
き
こ
え

た

り

し
か
る
に

て

御
殿
の
鹿
嶋
よ
り

三
笠
山

。・う
つ
り
給
事

。神
護
景
雲
二

年
也
　
同
年
宮

造
あ
り
て
　
四

所
遷
御

の
よ
し

旧
記
井
宣
命

等

分
明
な

る
に
こ
れ
よ
り
さ
き
十
余
年

さ
き

た
ち
て
天
平

勝
宝
七
年

。春
日
神
社
四

所
神
宮

。
例
に
人
た
ま
ふ
事
お
ほ

つ
か
な
し
…
〈
注
2
8
〉

と
、
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）

の
官
符
に
疑
問
を
持
ち
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）

鎮
座
を
説
い
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
中
、
末
期
頃

書
か
れ

た
『
春
日
社
記
』
に
も
「
神
護
景
雲
二

年
正
月

九
日

大
和
国
添
上
郡
三
笠
山
御
垂
跡
。
阻
年

副
寅
日
　

寅
時
宮
柱
立
。
御
殿
造
畢
」〈
注
2
9
〉と
記
さ
れ
、
四

所
の
社
壇
が
出
来

だ
の

は
八
世
紀
半
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
四

所
の
明

神
と
は
、
春
日
大
社

の
四
つ
の
社
殿
に
祀
ら
れ
る
．

武
甕
槌
命
・
経
津
主
命

・
天
児
屋
根
命
・
比
売
神

右
の
四

柱
の
御

祭
神
の
こ

と
で
．
前
記
『
春
日

社
私
記
』
に
次
の
よ
う
に
記

さ
れ

る
．

春
日
社
　

大
和
国
添
上
郡
　
三
笠

山

一
御
垂
跡

事

一
宮
　

常

陸
国
鹿
嶋
大
明
神

武
雷
　

命
　

又
建
甕
槌
命
　
　

正
一
位

二
宮
　
下

総
国
香
取

大
明

神
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イ

ハ
ヒ
ヌ

シ
ノ

ミ
コ

ト

斎

主

命

経
津

主
明
神
　
　

正
一
位

イ
ハ
ツ
ヽ
ム
ス
メ
ノ
カ
ミ
ノ

磐

筒

女

神

之

御

子

カ
ハ
チ
ノ
　
　ヒ
ラ
ヲ
カ
ノ

三

宮
　

河

内

国

平

岡

大

明

神

ア
マ
ノ
コ
　ヤ
ネ
ノ

天

児

屋

根

命

コ
ト
　ト
ム
ス
ヒ
ノ

興

登

魂

命

之

御

子

ア

ヒ

ト

ノ
　

ヒ
　
メ

ヲ

ム

カ

四

宮
　

相

殿

比

ア

マ
テ

ル
ヲ

ホ
カ

ミ

天

照

大

神

イ
　

サ
　

ナ

キ

伊

井

諾

尊

売

神

正
一
位

正

一
位

伊
井
再
尊
之
御
子

四

柱
の
神
を
第
一
殿

か
ら
第
四
殿
ま
で
四

棟
に
祀

る
。
こ

の
本
殿

は
、
い
ず
れ
も

春
日

造
り
で
あ
っ
て
I

現
在
0

建
築
は
、
文

久
三
年

（
一
八
六
三
）

の
造
替
〈
注
3
0
〉
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
二
十
年
に
一
回
の
補
修
を
も

っ
て
式
年
造
営
と
み
な
し
、
そ
の
後
幾
度

か
修
理
も
行

わ
れ
た
が
。
よ
く
旧
態

を
と
ど
め
て

い
る
と
い
う
。
最
近
で

は
昭
和
五

十
一
年

に
修
復
さ
れ
、
丹
塗
り
の
色
も

鮮
や

か
に
美
し
い
。

j
　
　
　
　
I
　
　

～

平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
に
お
け

る
四
所

の
社
壇
配
置
は
、

ま
た
曼
荼
羅
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
る
。
『
春
日
宮
曼
荼
羅
』
（
根
津
美
術
館

蔵
）
に
描

か
れ
て
い
る
社

殿
も
や

は
り
春
日
造
り
で
、

こ
れ

は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

の
平
重
衝

に
よ
る
兵
火
以

前
の
姿
で
あ
ろ
う
と

い
う
。〈
注
3
1
〉こ

の
社
殿
上
部
の
四

つ
の
円

相
に
は
、
第
一
殿

か
ら
不

空
詞

索
観
音
・
薬
師
如
来

・
地
蔵
菩
薩
・
十
一
面
観
音
を
表

わ
す

梵

字
が
書

か
れ
て
い
る
。

こ
れ

は
各
々
の
本
地
仏
を
示

し
て

お
り
、
神
仏
融
合
の
趣
き
を
伝
え
て

い
る
。

ま
た
。
『
春
日

社
寺
曼
荼
羅
』〈
注
3
2
Y

は
。
興
福
寺
と
共
に
春

日
、
三
笠
山
が
描
か
れ
、
「
三
面
の
僧
坊
」

も
「
四

所
の
社
壇
」
も
一
幅
に
収

め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

本

地

垂
跡
思
想
に
支
え
ら
れ

た
宮
曼
荼
羅
は
こ
の
他
に
も
種

々
存
し
、
『
撰
集
抄
』

の
説
話
生

成
期
の
人

々
も
こ
の
よ
う
な
曼
荼
羅
に
接

す

る

機
会

社
多
か
っ
た
と

　
9
　
わ
れ

る
。
モ
ヶ

し
た
人
々
払
と
っ
て
、
「
三
面

の
僧
坊
1
　
立
摺
て
、
囚

所
の
社
檀
忙
ま
う
で
I

と
い
う
発

想

社
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ご
く
自
然
な

ご
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
ド
　

＼

し

か
し
、
同
じ

よ
う
な
表
現

は
、
他
の
説
話
集
な
ど
に
そ
う
多
く

は
見
ら
れ
ず
、〈
注
3
3〉『
撰
集
抄
』
巻
ニ
ー

一
話

と
類
話
関
係

に

あ

る

話

の
中
に
わ
ず
か
に
見

出
さ
れ

る
。
そ
れ

は
、
『
春
日
権
現
験
記
』
（
お
よ
び

『
春
日
御
流
記
』
）
に
記
載
さ
れ

る
も

の
で
、
参
考
の

た

め

説
話
を
〈
注
3
4〉

に
示
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘’

以

上
、
「
三
面
の
僧
坊
」
「
四
所
の
社
壇
」

に
つ
い
て
み
て
来

た
が
、
『
撰
集
抄
』
に
お
い
て

は
、
三
面

の
僧
坊

は
、
興
福
寺
の
僧
坊
を
、

そ
し
て
四

所
の
社
壇

は
、
四
柱
の
神
々
を
四

神
殿
に
祀

る
春
日
神
社
を
意
味
す
る
こ
と
が
明
ら
で
あ
っ
た
。
両

者
は
共

に
、
藤
原
氏
の
氏

寺
・
氏
神
と
七
て
、

】
族
の
信
仰
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
三
面
の
僧
坊
は
現
存
し
な

い
が
、
平
安
・
鎌
倉
時
代

に
は
。
三
面
僧
坊
と

い
え

ば
高
僧
・
名
僧
0

住
む
大
寺
興
福
寺
を
連

想
し

た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
四
所

の
社
壇
と
い
え
ば
、
興
福
寺

の
鎮
守
と
し
て
神
威
あ

ら
た
か
な
春
日

神
社

〈
注

〉

恐
ら
く
当
時
屯

美
し

か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き

る
四
座

を
祀
る
本
殿
が
直
ち
に
連
想
さ
れ
得
た
。
神
仏
混

淆
の
時
代

に
あ
っ
て
。
『
撰
集
抄
』
の
こ
の
本
文
は
、

い
か
に
も
対
句
好
み
の
『
撰
集
抄
』
作
者
ら
し
い
発
想
・
表
現

と
い
え
る
。

〈
I

▽
　

行
数

は・
、
拙
著
『
撰
集
抄
校
本
篇
』

の
行
数

を
示
す
。

以
下
、

本
文

を
引
用
す
る
場
合
は
こ
の
書
に
ょ

っ
た
。

主
底
本
は
松
平

文
庫
本
で

あ

る
。

△
2
▽
　

図
A

は
、
大
岡
実
著
『
南
都
七
大
寺
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
　

昭
4
1刊
、

挿
図
1
6
に
よ

っ
た
。

ま
た
興
福
寺
の
創
立
お
よ
び
沿
革

に

つ
い
て

は
同
書
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

△
3
∇
　

『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』
は
、

『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
一
に
よ
っ
た
。

A
4
V
　

東
屋
は
、
4　
言
と
も
称
さ
れ
た
。

『
南
都
七
大
寺
の
歴
史
と
年
表
』
（
太
佃
博
太
郎
著
　
岩
波

書
店
　

個

ぷ
刊
）

に
、「
三
方

侭
、
東
宦
（
十
一
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世
紀
か
ら
中
室
０
名
で
呼
ば
れ
る
）
・
西
室
・
北
室

（
上
階
・
下

階
）

の
三
面
僧
房

が
並
ぶ
。
講
堂
の
東
方
に
は
食

堂
が
あ
り
。
東
室
と
軒
廊

で
繋
が
れ
…
…
」
（
1
5
2
頁
）
と
記
さ
れ
、
東
室
は
、
十
一
世
紀
頃
よ
り
中
室
と
も
呼

ば
れ
た
様
子
で
あ

る
。
同

書
に
も
興
福

寺
に
つ
い
て

の
詳

細
な
記
述
が
あ
り
、
参
考
に
し
た
。

Λ
５
▽
　

『
扶
桑
略
記
』

は
、

『
国
史
大
系
1
2』
に
よ
っ
た
。
以
下
同
じ
。

興
福
寺
創
建
の
年

次
に
つ
い
て
は

、

和
銅
三
年

と
す
る
記
録

は
勿

論
数
多

く
み
ら
れ
る
。
し

か
し
、
和
銅
「
七
年
甲
寅
。

興
福
寺
供
養
」
（『
帝
王

編
年
記
』
国
史
大
系
1
2）

と
記

す
書
も
あ
り
。

和
銅
三

年
を
、
太
田

氏
は
「
発
願

の
年
」
（
注
４
の
著
書
1
4
5
頁
）
、
大
岡
氏

は
、
「
造
営
の
工

を
起
こ
し
」

だ
年

（
注
２
の
著
書
1
0頁
）

と
す
る
。
和
釧
七
年
供
養
説

に
従
い
た
い
。

Λ
６
▽
　

『
興
福
寺
流
記
』
（
『
大
日
本
仏
教
全

書
』
第
八
四
　

寺

誌
部
二
、
以
下
『
流
記
』
の
引
用

は
こ
の
書
に
よ
る
）
に
、

一
揖
福

寺
御
膠
。
元
欧
天
白『

一
金
堂
。
和

銅
二
年
配
建

立
。

一
北
円
堂
。
養
老
四
年
帳
建
立
。

一
東

金
堂
。
神
亀
二
年
匹
建
立
。

一
五
重

塔
。
天
平
二
年
四
建
立
。

一
西
金
堂
・

天
平
六
年
四
既
門

皿

勁

為

一
講
堂
。
天
平

十
八
年
匹
正
月
建
立
。

一
南
円

堂
―
弘
仁
四
年
匹
葵
閑
院
御
建
立
・

右

の
如
く
み
ら
れ
。
諸
堂
建
立
の
お
よ
そ

の
時
期

が
推
測
で
き
る
。

Λ
７
∇
　

『
興
福
寺
流
記
』
め

成
立
年
代

に
つ
い
て

は
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

九
九
巻
　

解
題
三

に
ょ

っ
た
。

本
文
は
、
Λ
注
６
▽

に
示
し
た
通

り

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
よ
る
。

〈

８
∇
　

先
に
引
用
し
た
『
興

福
寺

流
記
』

の
三
面
僧
房
の
項
（
２
頁
）
の
下

に
。
「
天
平
十

六
年
記
云
」
と
あ
り
、
ま
た
注
６

に
引
用

の
講
堂
は
、
天
平

十

八
年
建

立
と
あ
る
の
で
ほ
ぼ
講
堂
と
同
じ
頃

か
と
考
え
、
天
平

年
間
あ
る
い
は
そ

の
前
後

か
。

〈

９
▽
　

『
三
代
実
録
』
は
、
国
史
大
系
４

『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
っ
た
。
以
下
同
じ
。
引
用
文
に
付

だ
し

傍
線
は
全
て
私
意
に
よ
る
。
以
下

同
じ

。
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『
扶
桑
略
記
』
『
帝

王
編
年
記
』
元

慶
二
年
四
月

八
日
の
条

に
も
興
福
寺

焼
亡
の
記
事

が
み
ら
れ

る
。

Λ
1
0▽
　

『
興
福
寺
略
年
代
記
』
は
。
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
九
輯
下

に
よ
っ
た
。
以
下
同
じ
。

１
　
　

〔
東
〕

『
貞

信
公
記
』
（『
大
日
本
古
記
録
5
3』
）

に
は
、
延
長
三
年
十
一
月
十
日
の
条
に
、
「
山
階
寺
北
下

階
僧

房
馬

道
以
来
焼

亡
」

と
あ
る
。
同
書
、

（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

＜
　
　
　

延
長
四
年
十
二
月
十
三

日
の
条
に
。
『
有
奏
・
申
文
。
山
階
寺
僧
房

材
木
料
給
大
和
正
税
宣
旨
、
仰
元
方
朝
臣
』
と
、
興
福
寺
僧
坊
材
木
料
に

大
和
正
税
を
給
っ
た
記
事
が
あ
り
、
一
応
再
建
準
備
は
な
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

Λ
1
1∇
　

『
百
錬
抄
』
は
、
『
国
史
大
系
1
1』

に
よ
っ
た
。

以
下

同
じ
。
『
帝
王
編
年
記
』
永
承
元
年
十
二

月
廿
四
日

の
条
に
も
僧
坊
焼
失
の
記
事
が
あ

る
。

Λ
1
2∇
　

『
帝
王
編
年
記
』
に
も
同
趣
の
記
述

が
あ

る
。

Λ
1
3∇
　

『
康
平
記
』
は
、
『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
に
よ
っ
た
。
『
扶
桑
略
記
』
『
百
錬
抄
』
『
帝
王

編
年
記
』
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
の
康
平
三

年
五

月
四
日
の
粂
に
も
興
福
寺

焼
亡
の
記
載
が
あ
る
。
『
玉
葉
』
は
、
治
承
五
年
正
月
三
十
日
の
条
に
「
旧
記

云
」
と
し
て
記
す
。

Λ
1
4
V
　
『
扶
桑
略
記
』
治
暦
三

年
の
条
「
二
月
廿
五
日
哭
酉
。
供
I
t養
興
福
寺

‘…
…
建
ご
立
講
堂
一
宇

‘…
…
」

と
あ
る
。

『
帝
王
編
年
記
』
『
興
福
寺

略
年
代
記
』
治
暦
三
年
二

月
廿
五
日

の
条

に
も
興
福
寺
供
養
の
こ
と
は
記

さ
れ

る
。

Λ
1
5∇
　

『
中
右
記
』
は
、
『
史
料
大
成
９
　

中
右
記
一
』
に
よ
っ
た
。
項
目

帥
以
下

に
引
用
す
る
『
中
右
記
』

も
『
史
料
大
成
』
に
よ
っ
て
い
る
。
『
帝

王

編

年

記

』
『
三

会

定

一

記

』
（
『
大

日

本
仏

教

全

書

』

第

四

九

巻
　

威
儀

部

一
）
『
興

福

寺

略

年

代

記
』

の

永

長
元

年

九
月

廿

五

日

の

条

、

お

く
　
　
　

よ

び

『
後

二

条

師

通

記

』
（
『
大

日

本
古

記

録
4
3
』
）

永

長

元

年

九

月

廿

六

日

に

も
記

事

が
あ

り

、

二

十
五

日

夜

東

妻

室

よ
り

出

火

し

た

こ

と

が

わ

か

る
○
　

Λ
1
6
▽
　

『
中

右
記

目

録

』

は

『
史

料

大

成
1
5
』

に

よ

っ

た
Ｑ
　

△
1
7
∇
　

『
玉

葉

』

は

、

図

言

刊

行

会
編
　

名

著
刊

行

会
　

昭
4
6
刊

に

よ

っ

た
。
『
興

福

寺

略

年

代

記

』

治

承

四

年

十
二

月

廿

八
日

の
条

に
も

焼

失

の

記

録

が

あ

る
。

Λ
1
8∇
　

『
帝
王
編
年
記
』
の
他
、
『
百
錬
抄
』
‘『
玉

葉
』
‘
に
よ
っ
て
も
建
久
五

年
供

養
が
行

わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
僧
坊

に
関
し
て
は
。

正
治
二
年

（

二
一
〇
〇
）

と
推
定
さ
れ
る
源
通
親
の
書
状
（
弟
の
興
福
寺
別
当
西
院
雅
縁
宛
、
礼
紙
書
）

に
、

「
ヨ
面
僧

剛
・
御
塔
事
、
廻
計
略
、
所

申
沙
汰
侯
也
、
北
円
堂
者
不
日
可

造
営
之

由
、
被
仰
下
て
被
付
備
後
国
了
」
（
『
春
日
大
社
文
書
』

１

第
一
巻
　

吉
川
弘
文
館
　

昭
珊
）
と
あ
り
。

ま
た
『
三
長
記
≒

冗
久
三
年

（

二

石

六
）
二

月
廿
一
日

の
条
「
又
申
上
階
僧

房
造
営
塀
怠
之
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∧

予

細
・
こ

廿
二
日
0
　　
灸
「
上
趾
以
下

胤
誹
路

営
遥

々
4
　　…
…
」
｛
ｙ
史
料
が
隨
3
1
j｝

な
ど
の
訪
1　
沁
み

ら

れ

る
の
て

建
久
五
年

（一

「

九

四
」
の
「
供
養
」

は
、
治
承
四
年

の
兵
火
に
ょ
っ
て

焼
失
し

た
建
物
全
て
の
再
建
供
養
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

治
承
年
間
焼
失
後

の
再
建
工
事
は
、
太
田
博
太
郎
氏

の
著
書

（
注
4
）

に
ょ

れ
ば
、
次

の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。

一
　

洽
承
五
年

（
一
一
八
一
）－

文
治
二
年

（
一
一
八

六
）
食
堂
・
東
金
堂
・
西
金
堂
・
講
堂

二
　

文
治
二

年

（
一
一
八
六
）－

建
久
七
年

（
一
一
九
六
）
中

金
堂
・
回
廊
・
南
大
門
・
南
円
堂

三
　

建
久
七
年

（
T
一

九
六
）－

寛
元
年
聞

（
一
二
四
三
－

四
七
）
五

重
塔

ｔ
僧
房
・
北
円
堂
・
春
日
東
西
塔

丁
　
　
　

『
養
和
元
年
記
』
（
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
）
の
「

造
興
福
寺
除
目
事
」「

御
寺
手
斧

始
事
」
の
項
に
も
僧
坊
に
関
す
る
記
録

が
あ
り
、
計
画
は
早

く
か
ら
立
て
ら
れ
て

い
た
も
の
の
、
実
際
の
建

立
は
比
較
的
遅
れ
た
も
の
と
思

わ
れ

る
。

A
1
9▽
　

『
三
会

定
一
記
』
建
治
三
年
の
条
「
今
年
七
月
廿

六
日
。
従
二
中
室
北
端
房
一
雷
火
出
来
。
…
…
」
と
み
ら
れ
る
。
『
帝
王
編
年
記
』
・
『
法
隆
寺

別
当
次
第
』
（
『
群

書
類
従
』
第
二
五

輯
　

雑
部
）

の
建
治
三
年
七
月
廿
六
日

の
条
に
も
落
雷

に
よ
り
焼
失
し
た
記
録
が
あ
る
。

△
2
0▽
　

弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
二

月
四

日
「
興
福
寺
上
棟
」（
『
帝
王
編
年
記
』
』
、
弘
安
二

年
十
月
廿

六
日
「
興
福
寺
上
棟
儀
、
別
当
房
儀
、
大
乗
院
」

（『
勘
仲
記
』
史
料
大
成
3
4）

と
あ
り

。
弘
安
二
年
頃

か
ら
再
建
工

事
着
工

と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し

、
『
帝
王
編

年
記
』
正
応
四
年
（
一
二
九

一
）
正
月
廿
日
の
条
に
、
「
興
福
寺
造
営
遅

々
井
条
条
訴
ご
申
之
こ

と
あ
り
、
工
事
は
遅
々
と
し
て

い
た
。

2
1▽
　

『
嘉
元
記
』

は
、
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
廿
四
冊
　

別
記

類
に
よ
っ
た
。
『
法
隆
寺
別
当
次
第
』
嘉
暦
二

年
三
月
十
二

日
の
条
、
『
大
乗
院
日
記

匹
　
　
　
目

録
』
同
年
三
月
八
日

の
条
、
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
同
年
三
月
十
六
日

の
条

に
も
記
載
さ
れ
る
。

Λ
2
2▽
　

『
大
乗
院
日
記
目
録
』
（
『
続
史
料
大
成
3
7』）
ぱ

は
、
応
永

六
年

（
一
三
九
九
）
二
月

十
一
日
の
条
に
「

興
福
寺
諸
堂
上
棟
除

食
堂
・
北
円
堂
」
、

三
月
十
一
日
の
条
に
「

興
福
寺

供
養
」

と
あ
る
。

し

か
し
棟
上
げ
の
一

ヶ
月
後
供
養
と
い
う
の
も
不
審
で
あ

る
。

三
面
僧
坊
の
再
建

に
つ
い
’

て
は
は
っ
き
り
し

な
い
○

Λ
2
3∇
　

『
興
福
寺

濫
飾
記
』
は
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

八
四
巻
寺
誌
部
二

に
よ
っ
た
。

。

Λ
2
4▽
　

『
塩
尻
』

は
。

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三

期
　
第

九
巻

に
よ
っ
た
。
但
し
。
亨
保

・
亨
禄

を
そ
れ
ぞ
れ
享
9
　
・
享
禄
に
訂
正

し
た
。
『
興
福
寺

再
建
伽
藍
化
緑
疏
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
八
四

巻
　
寺
誌
部
二
）

そ
の
他
に
も
享
9
　
二
年
炎
上
の
記
事
は
み
ら
れ
る
。

＜
2
5▽
　

図
B

は
。
福
山
敏
男
著
『
日
本
建
築
史
の
研

究
』
綜
芸
舎
　

昭
5
5（
原
本
昭
1
8）
刊
、
第
四
図
の
一
部
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、

横
書
き
文
字

は
、

左

書
き
に
し
た
。
春
日
大
社
の
創
立
・
社
殿
配
置

に
つ
い
て
ぽ

同
書
に
詳
述

さ
れ
て

い
る
。
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八
匹
▽

〈
2
7
∇

〈
2
8
▽

〈
2
9
▽

△
3
0▽

Λ
3
1▽

〈
3
2
▽

△
3
3▽

昭
4
　
二

十

一

態
9

　
日

掛

礼

は

ご
脊
日

大

礼

」

と

改
4
　
さ

れ
、
1

　在

に
座

る
h

神

護

景

雲

二

年

以

前

説

は

、

福
山

敏

男

氏

（
注
2
5
の

ご

著

書
）

他
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…
　

…

『
春

ぼ
社

私

記

』

は

、

春

日

大
社

参
事

大

東

延

和

氏

ご

示

教

の
翻

刻
資

料

に
よ

っ

た
。

お

教
え

に

よ

れ

ば
、
『
春

日

社

私

記

』

は
。

I
　
I
　″
　
　゙

　
　
　一
一

伝

お

っ

た
も

の

。

春

ぼ

大
社

蔵
。

永

仁

二

年

（
一

二

九

四
）

二

条
前

大

納

言

（
二

条

教

良
）

の
中

書

を
永

仁

三

年

（
一
二

九
五

）

祐

永

が

書

写

し

た

も

の
で

巻

子

本

。

二
条
家

に

権
預
中
臣

9　春
日
社
記
』
は
。
『
群
書
類
従
』
第
二
輯
　

神
祇
部
　

に
よ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

は
『
群
書
解
題
』

に
従
っ
た
‘。

」

造
替
年
序
に
つ
い
て
は
『
春
日
大
社
建
築
史
論
』
黒
田
昇
義
著
（
綜
芸
舎
　

昭
5
3）
　
に
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

昭
和
五
年

に
至

る
ま
で

鎮
座
造
営
を
含

め
五

十
六
回
次
に
及

ぶ
こ
と
が
表
に
ｔ
．つ
て
示

さ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・゙

『
日

本
の
美
術
』
第
十
八
号
「
神

道
美
術
」
（
至
文
堂
　

昭
4
2）

に
ょ
っ
た
。

『
春
日
社
寺
曼
茶
羅
』

は
。
『
み
や

ま
ん
だ
ら
』
（
綜
芸
舎
　

昭
5
3）
挿
図
6
　

に
よ
っ
た
0
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　

。。

「
三
面
僧
坊
」
の
例
は
、
『
古

事
談
』
第

六
、「

放
鷹
楽
ト
云
楽
ヲ
ハ
明
逞
・：
…
略
…
…
山
階
寺
三
面
僧
坊

ニ
ア
リ
ケ
ル
カ
…
…
」

に
み
ら
れ

る
。

〈
3
4
▽
　

『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』

は
、

延
慶
二
年

（
一
三
〇

九
）
西
園
寺
公
衡
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
絵
巻
で
あ
る
。

詞
書
を
起
草
し

た
の
は

公
衡
の
弟
で
後
に
興
福
寺

の
別
当
と

な
る
覚
円
法
印
で
あ
る
。
『
春
日
権
現
験
記
』
の
本
文
は
、
『
群

書
類
従
』
（
第
二

輯
　
神
祇
部
）

に
よ
っ

た

。
『
日

本

絵

巻

物

全

集
1
6
　

春

日

権

現

験

記

絵

』
（
角

川

書

店

）

に

も

所

取

さ

れ

る

。

詞

書

を

抄

出

し

た

『
春

日

御

流

記

』
（
大

日

本

仏

教

全

l
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
9

書
　

寺

詩

部

）

も

ほ

ぼ

同

文

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

興
福
寺
の
壱
和
僧
都
は
修
学
あ
ひ

か
ね
て
才
智
た
ぐ
ひ

な
か
り
き
。
後
に
は
世
を
の
が
れ
て
外
山
と
い
ふ
山
里
に
す
み

わ
た
り
け
り
。

そ
の

か
み
維
摩
の
講
師
を
の
ぞ
み

申
け

る
に
、

思
の
ほ
か
に
祥
延

と
い
ふ
人
に
こ
さ
れ
に
け
り

。

な
に
ご
と
も
前
世
の
宿
業
に
こ
そ
と
は
思

の
ど

む
れ
ど
も
、
そ

の
う
ら
み
し
の
び
が
た
く

ぉ
ぼ
え
け

れ
ば
、
な
が
く
本
寺
論
談

の
ま
じ

は
り
を
辞
し
て

。
斗

藪
修
行

の
身
と
な
ら
む
と
思
て
、

弟
子
ど
も
に
か
く

と
も
し
ら
せ
ず
、
本
尊
持
経
ば
か
ぴ
竹
の
負
に
人
て
、
ひ
そ

か
に
三
面
の
僧

坊
を
い
で
て
四
所
の
霊
社
に
ま
う
で
て

。
な
く

く

今
は
限
の
法
施
を
た
て

ま
っ
り
け
ん
心
の
中
だ
u

お
も
ひ
ゃ
る

べ
し
。

さ
す
が
に
す
み
こ
し
寺
も
は
な
れ
、
き
X

な
れ
ぬ
る

友
も
す
て

が
た
け
れ
ど
も
、
思
た
ち
ぬ
る
（
ふ

る
）
こ
と
な
れ
ば
、

ゆ
く
さ
き
い
づ
く
と
だ
に
さ
だ
め
ず
、

な
に
と
な
く
ぁ

づ
ま
の
か
た
に
お
も
む
く



晋 一
-

ほ

ど

に

、

絵

尾
張
の
な
る
み
が
た
に
っ
き

ぬ
。
し
ほ
ひ
O

ひ
ま
を
う
か
2
ひ
て
勢
田
の
社
に
ま
い
ぴ
て
。

し
ば
ぐ

法

施
を
た
む
く

る
程

に
。

け
し
か
る

聖
来
て

壱
和
を
さ
し
て
ぃ
ふ
ゃ

う
、

な
ん
ぢ
う
ら
み
を
ふ
く
む
こ
と
あ
り
て
本
寺
を
は
な
れ
て
ま
ど
へ
り
。

人
の
習
う

ら

み

に

は

た
へ

ぬ

物
な
れ
ば
こ
と
は
り
な
れ
ど
も
、
心
に
か
な
は
ぬ
は
此
世
の
と
も
な
り
。

陸
奥
国
ゑ

び
す
が
拡
へ
と
お
も
ふ
と
も
、

そ
れ
も
ま
た
っ
ら

き
人

あ
ら
ば
、
さ
て
ぃ

づ
ち

か
お
も
む
か
む
。

い
そ

ぎ
本
寺
に
帰
り
て
日

来
の
望

を
と
ぐ

べ
し
と
仰
ら
る
れ
ば
、

壱
和

か
う

べ
を
た
れ
て
、
お
も

ひ
も
よ
ら
ぬ
仰

か
な
、

か
X
る
乞
食
修
行
者

に
な
に
の
う
ら
み
か
侍
べ
き

。

あ

る
べ
く
も
な
き
こ
と
な
り
。

い
か
に
か
く

は
と
申
と
き
、
か

ん
な
ぎ
大
に
あ

ざ
け
り
て
、

つ
X

め
ど
も

か
く
れ

ぬ
物
は
夏

虫
の
身
よ
り

あ
ま
れ

る
思
ひ
成
け
り

と
云
寄
う
ら
を
い
だ
し
て
、
な
ん
ぢ
心
お
さ
な
く
も
我

を
う

た
が
ひ
お
も
ふ
か
吃

い
ざ

さ
ら
ば
い
ひ
て
き
か
せ
ん
。
汝
維
摩
O

講
匠
を
祥

延

に
こ
え
ら
れ
て
恨

を
な
す
に
あ
ら
ず
や
。

か
の
講
匠
と

い
ふ
は
よ
な
、
帝
釈
宮

の
金
札

に
記
す
る
也
。

そ

の
っ
い
で
す
な

は
ち
祥
延
壱
和
喜

操
観
理
と
あ
る
な
り
。
帝
釈
の
札
に
記

す
る
も

こ
れ
昔
の
し
る
べ
な
る
べ
し
。

わ

が
し

は
ざ
に
あ
ら
ず
。

と
く
く

愁
を
や
す

め
て
。本
寺
に

か
へ
る
べ
き

也
。
和
光
同
塵
は
結
縁
の
は
じ
め
、

八
相
成
道
は
利
物
の
を
は
り

な
れ
ば
、

神
と
い
ひ
仏
と
い
ふ
其
名

は
か
は
れ
ど
も
、
同
く

衆
生
を
あ
は
れ
ぶ
こ
と
慈
母
の
愛
子

の
ご
と
し
。

汝

は
な
さ
け
な
く
も
我

を
す
っ
と
い
へ
ど
も
、

我
は
汝

を
す
て
ず
し
て
、
か
く
し
も
し

た

（
渇
）

ひ
し
め
す
也
。
春
日
山
の
老
骨
す
で
に
っ
か
れ
ぬ
と
て
、

あ
が
ら
せ
給
に
け

れ
ば
、

壱
和

か
た
じ
け
な
さ
だ
う
と
さ
I

か
た
な
ら
ず
、
掲
仰

の
涙

を
を
さ
へ
て
ぃ
そ
ぎ
帰
の
ぼ
り

ぬ
。

そ
の
の
ち
次
の
と
し
の
講
師
を
と
げ
て
、

四
人
の
次
第
あ
だ
か
も
神
詫

に
た
が
は
ざ
り
け
り

と
な

ん
。

本
稿
を
成
す
に
あ

た
り
、
春
日
大
社
　

大
東
延
和
氏
、
興
福
寺
寺
務
所
の
方
々
に
種

々
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
1
　ま
す
。
ま
た
、

貴
重
な
『
養
和
元
年
記
』
一
巻
ひ
拝
読
を
ご
許
可
く

だ
さ
い
ま
し
た
お
茶
の
水
図

書
館
、
図
版
の
転
写

を
ご
快
諾
く

だ
さ

い
ま
し
た
大

岡

実
氏

お
よ
び

中
央
公

論
美
術
出
版
、
そ
し
て
福
山
敏
男
氏
お
よ
び
綜
芸
舎

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


